
 航空機産業の振興について 

・長野県の「強み（超精密加工技術等）」を活かして、県内に「航
空機システム産業」を、スピード感を持って育てる。 

・ 具体的には、航空機システム産業の県内集積を図るとともに、
アジアで唯一の「航空機システム拠点」を、国や地域と連携して
整備する。 

 
■ 航空機システム拠点 企業等誘致事業 ［ ４,８５３ 千円］ 
   《ターゲット》 ・Ｔｉｅｒ１企業   ・大学研究室 等 
 
□ 航空機関係企業の県内誘致  ・国内企業、海外企業 
 

□ 他分野企業の新規参入促進 

平成28年９月補正予算事業 

 
■ ①    航空機システム関連海外企業調査事業 ［ １,２３６ 千円］ 
       ・米国の航空機試験センター （先進事例） の調査 

■ ①＋② 航空機産業支援設備整備事業  ［ ４６,００８ 千円］ 
       ・利用性・汎用性の高い「加工条件最適化評価装置」を整備 

□ ①    航空機システム環境試験設備整備を検討中 
       ・国の検討会議において国内唯一の産業支援検査機器類の整備を検討中 

□ ②    上記誘致活動で推進する 
 
□ ③    信州大学航空機システム共同研究講座に要する県負担等を検討中 

□ 航空機システム拠点形成マッチングフォーラム開催事業 
    ・長野県の取組を国内外に発信し、研究機関の誘致促進 
    ・国内外の航空機システム関係企業を一堂に集めたビジネスマッチング等 

 
□ 航空機専門のコーディネーターの配置や、販路開拓、相談・支援体制の充実等 
   （工業技術総合センター、テクノ財団、中小企業振興センター等） 

高度化 

拠点 

県内企業 100社以上 

推進体制の立ち上げ 南信州広域連合と連携した拠点の整備 

☆ 「長野県航空機産業振興ビジョン」に基づき、関係機関とともに航空機 
  産業を振興するため、長野県航空機産業推進会議（仮称）を設置 

 ・ メンバーについては、関係機関（経済産業省、南信州広域連合、県経営者協会、 
  信州大学等）と調整中 

☆ 平成２８年度に整備内容が具体化した旧飯田工業高校の建物の一部を 
      南信州広域連合に無償譲渡し、 南信州広域連合と連携して拠点を整備 

 ・残りの建物の活用については今後検討する 

集積化 

全県への波及 

〈県内企業の経営力強化〉 
 
○ 技術力 
○ 品質力 
○ 販売力 

〈誘致＆新規参入〉 
○ 研究機関の誘致 
 
 
○ 航空機関連企業の誘致 
 
○ 県内企業の新規参入促進 

（■＝H28交付金） 
（□＝H29以降交付金） 
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資料11 

    〈３つの機能〉 
     ① 試験機能 
 
 
 
 
 
     ② 研究開発機能 
 
     ③ 人材育成機能 
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